




























































































































































































表１ 42 年間の資料収集、保存活動の資料 
 事業時代（1972～2002） 保存活動時代（2002～） 
収集資料 ①事業時代に収集した資料 ③保存活動時代に収集した資料 
内部資料 ②事業時代の内部資料 ④保存活動時代の内部資料 
表２ 事業時代の収集資料 
（a）：ミニコミ・広報紙・雑誌 2681 タイトル 
（b）：ビラ・チラシ・ポスター 24307 点 
（c）：施設団体パンフレット 4867 点 
（d）：図書資料 23091 冊 
（e）：NPO 法人資料 340 団体 
（f）：一般行政資料 6884 冊 
























































































































































































    左：資料が元々置かれていた台所付近、右：資料を閲覧室横の押し入れに入れたところ。 
写真３ サービスコーナーの案内プレート 





















    左：資料が元々置かれていた台所付近、右：資料を閲覧室横の押し入れに入れたところ。 
写真３ サービスコーナーの案内プレート 





































































































































































写真 7 交流のつどい当日タイムテーブル表（左）、実施した交流のつどい一覧（右） 
 
 




























































ファイル  資料Ｂ 
資料Ｃ 
ダンボール箱        資料Ｄ 


































































































































































































分類番号 分 野 ファイル数 
00 市民活動総記 191 
10 政治・経済 152 
20 平和・戦争 50 
30 人権・差別 119 
40 環境 153 
50 公害 25 
60 社会福祉 270 
70 教育・文化 189 
80 生活・消費者 21 
90 その他 65 
合計ファイル数（2015 年 3 月現在）：1235 
市民アーカイブ多摩パンフレット（2015 年作成） 
より転載。 
   フォンド：都立多摩社会教育会館市民活動サービスコーナー資料 
階  シリーズ（一例）：あり方検討会関連、講師派遣事業関連など（今後検討が必要） 
層  ファイル：各ファイルの名前をそのまま流用 
   アイテム：各ファイル内を詳しく記述、公開時点では概略でも可能 
図２ サービスコーナー資料の簡単な記述、編成例 











































































































































































0 0 0 0 0 0 0
であり、戦後日本の市民社会の一端で
もある。そして、大きな流れとしては市民活動と相対的に近しい位置にあった革新都政が過去
のものとなり、市民運動や住民運動が1980年代には全体的に沈静化していく中で、それに抗し
て市民活動の灯を守り続けて来た人々の記録としても読むことが出来る。サービスコーナー資
料をアーカイブズ化することは、市民アーカイブ多摩に、そうした人々の記録を後世に伝える、
安藤正人が言う「草の根文書館」的な施設としての意味を付与することになるだろう38）。
　最後に、長期的な課題や展望を述べておきたい。試行調査ではサービスコーナー資料の一部
が明らかになったが、他方で、事業廃止から市民アーカイブ多摩に繋がる保存活動時代の資料
は現時点では完全に未調査の状態である。山家氏によると、事業時代の収集資料の受け入れに
ついて立川市と交渉した（結果的には前述の通り成功しなかった）際の資料などがあり、アン
ティ多摩などにおいてあるとのことである。それを読めば、収集資料が行政や企業の資料保存
の枠組みからはじかれた経緯が分析出来るだろう。しかし、現時点ではまだ整理等に関わる話
は出ていないため、どの程度の資料がそろっているのか、どこかのタイミングで使わなくなっ
た分をアーカイブズ化するのかという問題は残されている。
38）安藤正人『草の根文書館の思想』（岩田書院、1998年）。

